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はじめに

　2011（H23）年、中央教育審議会答申以降、各大学及び短期大学において多様なキャリ
ア教育が展開されている。その中で産・官・学、地域連携等、社会への関わりを重視した
実践的教育の比重が増している。とりわけ、卒業後にいかに自らの力で生き方を選択して
いくことができるよう必要な能力や態度を身につけるかといったキャリアに関する取り組
みは、大学生･短期大学生に対する教育の中でも各校が特に力を入れていることでもある。
　言うまでもなく、本学においてもキャリアサポート及びキャリア教育は重点施策のひと
つである。本学における、ここ数年のキャリアに関する業務を概観すると、事務局‘就職
部’は学生への個別対応を柱にキャリア関連のガイダンスや説明会を各学部学科の合同オ
リエンテーションや合同セミナーの時間を活用して展開してきた。それにくわえて、教養
教育機構‘キャリア教育部会’は種々のキャリア関連企画を実施し、2017年10月に設立さ
れた事務局‘キャリア教育センター’は2017年度後期より取り組み始めた本学の“新キャ
リア教育プログラム”を所掌してきた。2019年度より、就職部とキャリア教育センターは

‘キャリアサポートセンター’として再編され、本学学生に対する就職関連及びキャリア
教育関連のサポートをいっそう充実させるべく業務を遂行している。また、同年度より教
養教育機構が‘基幹教育機構’へと新組織に移行したことにともない、キャリア教育部会
は全学共通科目であるキャリア関連カリキュラムの最適化の作業に取り組んでいる最中で
ある。
　本資料では、新たなキャリア教育プログラムとして2017年度後期から人間科学部へ先行
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導入された必修科目「キャリア基礎Ⅰ」（１年次開講）の期間中３回実施された基礎力セ
ルフチェックの分析結果をとりあげる。そして、その結果から人間科学部に属する３学科
の特徴を確認し、今後、他の学部学科へ順次展開されている当該科目の円滑的運用のため
の手がかりを得ることとしたい。

問題と目的

　大学の新カリキュラムにおいて共通基礎科目群（計10科目）が設けられ、その中の１つ
に必修科目「キャリア基礎Ⅰ」が１年次後期科目として配当されている。新カリキュラム
は、新学部の完成年度後に導入されることもあり、2017年度に人間科学部、2018年度に経
営経済学部、2019年度に国際教養学部へ順次展開される。いずれにしろ、大学３学部は共
通の教育課程としてキャリア教育を実施することになるが、その教育の肝要な位置を占め
るキャリア基礎Ⅰは、学部学科教員が科目を担当する。その円滑的運用は本学のキャリア
教育に関わる部署と教職員の大きな課題であると言える。
　キャリア基礎Ⅰでは、キャリアアセスメント、キャリア教育事業を主に手がけている株
式会社リアセックの教材「タクナル」を使用している。タクナルは「ケースメソッドPBL
形式のプログラムで、チームでの問題解決体験を通じて、ひとり１人の学びが深まるよう
にデザインされている」教育プログラムである。チームビルディング、情報収集と集約、
課題形成と解決策検討の基本的作法を学修することに力点がおかれている。このプログラ
ムの教育効果の１つは、リテラシーとコンピテンシーで構成されるジェネリックスキルの
開発であり、受講学生にとってはジェネリックスキルのコンピテンシーを自己評価するこ
とが可能になっている。その自己評価について本学では、社会で必要とされる「基礎力」
の調査であると位置づけ、キャリア基礎Ⅰの開講期間の初め、中頃、終わりの３つの時期
において基礎力セルフチェックを実施することにしている。
　そこで、キャリア基礎Ⅰを最初に導入した人間科学部の心理コミュニケーション学科、
人間健康科学科、スポーツ行動学科の３学科における３回の基礎力セルフチェックの結果
について、各学科の評定値の変化に着目する。その変化から、キャリア基礎Ⅰを受講した
３学科の学生の特徴に言及し、これから同科目を受講する他学部他学科での円滑な運用の
一助となる知見を見いだすことを本報告の目的とする。

方法

　本学人間科学部の2017年度後期開講科目のキャリア基礎Ⅰにおいて、以下のとおり基礎
力セルフチェックを実施した。
調 査対象者：人間科学部の心理コミュニケーション学科61名、人間健康科学科86名、ス

ポーツ行動学科73名の１年次生計220名。ただし、調査への回答者は、対象者全数では
なく開講期における３回の調査ごとに一部変動した。心理コミュニケーション学科は
60〜61名、人間健康科学科は82〜86名、スポーツ行動学科は66〜72名であった。
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調 査手続き：キャリア基礎Ⅰの期間の初め（第１回）、中頃（第２回）、終わり（第３回）、
それぞれの授業時間の最後に、教材「タクナル」の巻末に掲載されている基礎力「セル
フチェック票」に回答、その後学内情報システムのユニバーサル・パスポート（ユニ
パ）に掲載されている同項目への回答を求めた。所要時間は、各回10分ほどであった。

調 査項目：ユニパに掲載した調査項目はジェネリックスキルの１つであるコンピテンシー
に関連するもので、コンピテンシーは対人基礎力、対自己基礎力、対課題基礎力の３つ
の基礎力から成っており、さらに３つの基礎力は、それぞれ９項目、７項目、８項目の
計24項目から構成されている。全ての項目は分析結果の表中に設問として記載するが、
主要な項目は次のとおりである。対人基礎力は‘親しみやすさ’の「話しかけやすい雰
囲気をつくれる」、‘気配り’の「相手の立場に立って思いやる」など、対自己基礎力
は‘建設的・創造的な討議’の「議論の活発化や発展のために自ら集団に働きかける」、

‘セルフアウェアネス’の「自分の感情や気持ちを認識し、客観的に自分の言動をコン
トロールする」など、対課題基礎力は‘情報収集’の「必要に応じて、適切な方法を選
択して情報を収集する」、‘本質理解’の「事実に基づいて客観的に情報を捉え、本質的
な問題を見極める」などである。これらの設問に対して「全く十分でない」という程度
から「たいへん十分である」という程度までの９段階のうち１つを選択する形で回答を
求めた。

結果

　キャリア基礎Ⅰで実施したコンピテンシーに関する基礎力セルフチェックの第１回、第
２回、第３回の各設問に対する人間科学部３学科の回答の平均評定値は、表１、表２、表
３に示すとおりである。
　また、各学科における３回の回答の平均評定値について、第１回と第２回の間、第１回
と第３回の間、第２回と第３回の間に差があるかについて検定を行った結果は、表４、表
５、表６に示した。
　これらの結果から、以下のことが言えよう。
　人間科学部の３学科における３回の回答の平均評定値は、概ね１回目より２回目、２回
目より３回目にその値が高くなっているように見える。ただし、学科によりその傾向は異
なる。
　学科ごとに各回の値の差が統計的に有意であるかどうかを検討すると、心理コミュニ
ケーション学科では２回目と３回目の間に有意な差がいずれの項目にも示されなかった。
また、スポーツ行動学科では１回目と３回目の間に全項目で有意な差が示された。一方、
心理コミュニケーション学科と人間健康科学科では、複数の項目についていずれの回との
間にも有意な差が示されなかった（例：心理コミュニケーションQ11、Q14等、人間健康
科学科Q１、Q２等）。
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表１　心理コミュニケーション学科の基礎力セルフチェックの各回の平均評定値

平均評定値

設　　問 第１回 第２回 第３回

対人基礎力 Q１ 【親しみやすさ】　話かけやすい雰囲気をつくれる 4.6 5.3 5.1

Q２ 【気配り】　相手の立場に立って思いやる 4.1 4.9 5.0

Q３  【対人興味／共感・受容】　人に興味を持つ／相手の話に共感し受
け止める

4.2 5.0 5.1

Q４ 【多様性理解】　多様な価値観を受け入れる 4.9 5.7 5.3

Q５  【役割理解／連携行動】　自分や周囲の役割を理解する/互いに連
携・協力して物事を行う

4.1 5.0 4.8

Q６  【情報共有】　一緒に物事を進める人たちと情報を共有する 4.1 4.8 4.9

Q７ 【相互支援】　互いに力を貸して助け合う 4.9 5.3 4.9

Q８  【話し合う】　どんな相手に対しても、相手に合わせて自分の考え
を述べることができる

4.0 4.9 4.8

Q９ 【意見を主張する】　集団の中で自分の意見を主張する 3.8 4.5 4.4

対自己基礎力 Q10  【建設的・創造的な討議】　議論の活発化や発展のために自ら集団
に働きかける

3.9 4.3 4.6

Q11  【セルフアウェアネス】　自分の感情や気持ちを認識し、客観的に
自分の言動をコントロールする

4.3 4.6 4.7

Q12  【ストレスコーピング】　欲求や恐怖などの悪い影響を及ぼすスト
レスを処理する

4.2 4.6 5.0

Q13  【独自性理解】　他者と自己の違いを認め、自己の強みを認識する 4.2 4.7 4.9

Q14  【自己効力感／楽観的思考】　自分に自信をもつ／やればできると
いう予測や確信を持って臨む

4.5 4.9 5.1

Q15  【主体的行動】　自分の意思や判断において、自らすすんで行動する 4.1 4.8 4.3

Q16  【完遂】　一度決めたこと、やり始めたことはやりきる／粘り強く
取り組み、やり遂げる

4.4 4.9 5.0

対課題基礎力 Q17  【情報収集】　必要に応じて、適切な方法を選択して情報を収集する 4.2 4.9 4.7

Q18  【本質理解】　事実に基づいて客観的に情報を捉え、本質的な問題
を見極める

3.8 4.5 4.9

Q19  【目標設定】　 ゴールイメージを明確にし、目標を立てる 4.2 4.8 4.7

Q20  【シナリオ構築】　目標の実現に向けた効果的な行動計画、シナリ
オを描く

4.4 4.9 4.9

Q21  【行動を起こす】　 自ら物事にとりかかる、実行に移す 4.0 4.6 5.1

Q22  【修正・調整】　状況を見ながら、計画や行動を柔軟に変更する 4.6 5.0 5.2

Q23  【遵法性・社会性】　公序良俗・社会ルールに則って自らの発言や
行動を律することができる

4.4 4.9 5.0

Q24  【創造力】　既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解決方
法を考える

4.1 4.6 4.6
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表２　人間健康科学科の基礎力セルフチェックの各回の平均評定値

平均評定値

設　　問 第１回 第２回 第３回

対人基礎力 Q１  【親しみやすさ】　 話かけやすい雰囲気をつくれる 4.5 4.9 5.0 

Q２ 【気配り】　 相手の立場に立って思いやる 4.6 4.8 4.9 

Q３  【対人興味／共感・受容】　人に興味を持つ／相手の話に共感し受
け止める

4.3 4.9 5.0 

Q４ 【多様性理解】　 多様な価値観を受け入れる 4.6 5.4 5.3 

Q５  【役割理解／連携行動】　自分や周囲の役割を理解する/互いに連
携・協力して物事を行う

4.2 4.9 5.1 

Q６  【情報共有】　一緒に物事を進める人たちと情報を共有する 4.2 4.8 5.1 

Q７ 【相互支援】　 互いに力を貸して助け合う 4.8 5.3 5.3 

Q８  【話し合う】　どんな相手に対しても、相手に合わせて自分の考え
を述べることができる

4.3 4.8 5.0 

Q９ 【意見を主張する】　 集団の中で自分の意見を主張する 4.0 4.6 5.1 

対自己基礎力 Q10  【建設的・創造的な討議】　議論の活発化や発展のために自ら集団
に働きかける

3.8 4.4 5.1 

Q11  【セルフアウェアネス】　自分の感情や気持ちを認識し、客観的に
自分の言動をコントロールする

4.8 5.1 5.3 

Q12  【ストレスコーピング】　欲求や恐怖などの悪い影響を及ぼすスト
レスを処理する

4.4 5.0 5.0 

Q13  【独自性理解】　他者と自己の違いを認め、自己の強みを認識する 4.1 4.6 4.7 

Q14  【自己効力感／楽観的思考】　自分に自信をもつ／やればできると
いう予測や確信を持って臨む

4.3 4.9 5.1 

Q15  【主体的行動】　自分の意思や判断において、自らすすんで行動する 4.3 4.9 4.9 

Q16  【完遂】　一度決めたこと、やり始めたことはやりきる／粘り強く
取り組み、やり遂げる

4.8 5.2 5.5 

対課題基礎力 Q17  【情報収集】　必要に応じて、適切な方法を選択して情報を収集する 4.3 5.0 5.4 

Q18  【本質理解】　事実に基づいて客観的に情報を捉え、本質的な問題
を見極める

4.2 4.5 5.0 

Q19  【目標設定】　 ゴールイメージを明確にし、目標を立てる 4.8 5.0 5.1 

Q20  【シナリオ構築】　目標の実現に向けた効果的な行動計画、シナリ
オを描く

4.4 5.0 5.1 

Q21  【行動を起こす】　 自ら物事にとりかかる、実行に移す 4.6 4.9 5.1 

Q22  【修正・調整】　状況を見ながら、計画や行動を柔軟に変更する 4.3 4.9 5.2 

Q23  【遵法性・社会性】　公序良俗・社会ルールに則って自らの発言や
行動を律することができる

4.7 4.9 5.4 

Q24  【創造力】　既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解決方
法を考える

4.2 4.7 4.8 
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表３　スポーツ行動学科の基礎力セルフチェックの各回の平均評定値

平均評定値

設　　問 第１回 第２回 第３回

対人基礎力 Q１  【親しみやすさ】　話かけやすい雰囲気をつくれる 4.3 5.2 5.4 

Q２  【気配り】　相手の立場に立って思いやる 4.5 5.1 5.3 

Q３  【対人興味／共感・受容】　人に興味を持つ／相手の話に共感し受
け止める

4.6 5.3 5.6 

Q４  【多様性理解】　多様な価値観を受け入れる 4.9 5.7 6.0 

Q５  【役割理解／連携行動】　自分や周囲の役割を理解する/互いに連
携・協力して物事を行う

4.5 5.3 5.8 

Q６ 【情報共有】　一緒に物事を進める人たちと情報を共有する 4.5 5.0 5.5 

Q７ 【相互支援】　互いに力を貸して助け合う 5.0 5.7 5.8 

Q８  【話し合う】　どんな相手に対しても、相手に合わせて自分の考え
を述べることができる

4.0 4.9 5.4 

Q９ 【意見を主張する】　集団の中で自分の意見を主張する 4.0 5.2 5.4 

対自己基礎力 Q10  【建設的・創造的な討議】　議論の活発化や発展のために自ら集団
に働きかける

3.6 4.4 4.6 

Q11  【セルフアウェアネス】　自分の感情や気持ちを認識し、客観的に
自分の言動をコントロールする

4.2 4.8 5.1 

Q12  【ストレスコーピング】　欲求や恐怖などの悪い影響を及ぼすスト
レスを処理する

3.9 4.8 4.7 

Q13  【独自性理解】　他者と自己の違いを認め、自己の強みを認識する 3.9 4.6 4.9 

Q14  【自己効力感／楽観的思考】　自分に自信をもつ／やればできると
いう予測や確信を持って臨む

4.6 5.3 5.6 

Q15  【主体的行動】　自分の意思や判断において、自らすすんで行動する 4.3 4.9 5.4 

Q16  【完遂】　一度決めたこと、やり始めたことはやりきる／粘り強く
取り組み、やり遂げる

4.9 5.8 5.8 

対課題基礎力 Q17  【情報収集】　必要に応じて、適切な方法を選択して情報を収集する 4.1 5.1 5.3 

Q18  【本質理解】　事実に基づいて客観的に情報を捉え、本質的な問題
を見極める

3.8 4.6 5.0 

Q19 【目標設定】　ゴールイメージを明確にし、目標を立てる 4.6 5.3 5.6 

Q20  【シナリオ構築】　目標の実現に向けた効果的な行動計画、シナリ
オを描く

4.0 4.9 5.2 

Q21 【行動を起こす】　自ら物事にとりかかる、実行に移す 5.0 5.7 5.9 

Q22  【修正・調整】　状況を見ながら、計画や行動を柔軟に変更する 4.8 5.0 5.7 

Q23  【遵法性・社会性】　公序良俗・社会ルールに則って自らの発言や
行動を律することができる

4.7 5.3 5.6 

Q24  【創造力】　既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解決方
法を考える

3.7 4.6 4.7 
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表４　心理コミュニケーション学科の基礎力セルフチェックの各回の平均評定値の差の検定

平均評定値の差の検定
設　　問 第１回と第２回 第１回と第３回 第２回と第３回

対人基礎力 Q１ 【親しみやすさ】　 *
Q２ 【気配り】　　 *** **
Q３ 【対人興味／共感・受容】 *** **
Q４ 【多様性理解】　 ***
Q５ 【役割理解／連携行動】 *** *
Q６ 【情報共有】　 ** *
Q７ 【相互支援】　 *
Q８ 【話し合う】 ** **
Q９ 【意見を主張する】 ***

対自己基礎力 Q10 【建設的・創造的な討議】　 *
Q11 【セルフアウェアネス】　
Q12 【ストレスコーピング】　 * **
Q13 【独自性理解】　 *
Q14 【自己効力感／楽観的思考】
Q15 【主体的行動】　 **
Q16 【完遂】　 *

対課題基礎力 Q17 【情報収集】　 **
Q18 【本質理解】　 ** **
Q19 【目標設定】　 **
Q20 【シナリオ構築】　
Q21 【行動を起こす】　 ** **
Q22 【修正・調整】　
Q23 【遵法性・社会性】　
Q24 【創造力】　 *

 * p <.05, ** p <.01, *** p <.001

表５　人間健康科学科の基礎力セルフチェックの各回の平均評定値の差の検定

平均評定値の差の検定
設　　問 第１回と第２回 第１回と第３回 第２回と第３回

対人基礎力 Q１ 【親しみやすさ】
Q２ 【気配り】
Q３ 【対人興味／共感・受容】 ** **
Q４ 【多様性理解】 *** ***
Q５ 【役割理解／連携行動】 ** ***
Q６ 【情報共有】 * **
Q７ 【相互支援】 ** *
Q８ 【話し合う】 * **
Q９ 【意見を主張する】 ** *** *

対自己基礎力 Q10 【建設的・創造的な討議】 ** *** **
Q11 【セルフアウェアネス】
Q12 【ストレスコーピング】 * *
Q13 【独自性理解】 ** **
Q14 【自己効力感／楽観的思考】 * **
Q15 【主体的行動】 ** **
Q16 【完遂】 * ** *

対課題基礎力 Q17 【情報収集】 *** *** *
Q18 【本質理解】 * *** *
Q19 【目標設定】
Q20 【シナリオ構築】 ** **
Q21 【行動を起こす】 *
Q22 【修正・調整】 *** ***
Q23 【遵法性・社会性】 ** **
Q24 【創造力】 ** *

 * p <.05, ** p <.01, *** p <.001
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表６　スポーツ行動学科の基礎力セルフチェックの各回の平均評定値の差の検定

平均評定値の差の検定
設　　問 第１回と第２回 第１回と第３回 第２回と第３回

対人基礎力 Q１ 【親しみやすさ】 *** ***
Q２ 【気配り】 ** ***
Q３ 【対人興味／共感・受容】 ** *** *
Q４ 【多様性理解】 *** *** **
Q５ 【役割理解／連携行動】 *** *** **
Q６ 【情報共有】 * *** **
Q７ 【相互支援】 *** ***
Q８ 【話し合う】 *** *** **
Q９ 【意見を主張する】 *** ***

対自己基礎力 Q10 【建設的・創造的な討議】 ** ***
Q11 【セルフアウェアネス】 * *** **
Q12 【ストレスコーピング】 *** **
Q13 【独自性理解】 ** ***
Q14 【自己効力感／楽観的思考】 *** *** *
Q15 【主体的行動】 ** *** **
Q16 【完遂】 *** ***

対課題基礎力 Q17 【情報収集】 *** ***
Q18 【本質理解】 *** *** *
Q19 【目標設定】 ** ***
Q20 【シナリオ構築】 *** *** *
Q21 【行動を起こす】 ** ***
Q22 【修正・調整】 *** ***
Q23 【遵法性・社会性】 * ***
Q24 【創造力】 *** ***

 * p <.05, ** p <.01, *** p <.001

さいごに

　新しいキャリア教育を先行導入した人間科学部において、キャリア基礎Ⅰで実施したコ
ンピテンシーに関する基礎力セルフチェックの結果から、学科間の学生の学修成果の差異
を読み取ることができる。従来から指摘されていた本学の「学科特性の違い」は、共通科
目を展開してみたことで如実に現れた例と言える。
　実際のところ、キャリア基礎Ⅰの内容の一部は学科や担当教員によりアレンジされたと
ころもある。ただし、授業総括者と授業担当者の間で綿密なやりとりを実施し、共通のテ
キストを用い、共通の内容で進行することを前提での一部のアレンジである。
　今後は、学部間の差異も視野に入れ、共通教育として円滑にキャリア基礎Ⅰが展開され
ることを目指し、他学部他学科の調査結果を追ってまとめていきたい。


